
発注者　 新庄河川事務所

施工者 株式会社 新庄砕石工業所

工事名 立谷沢川流域松沢第三砂防堰堤工事用道路工事

発表者 現場代理人　　　亀井　與志治

○ 監理技術者　　阿部　健治

１．はじめに

　　本工事は、立谷沢川水系砂防工事の一環として、土石流から人家及び道路を保全することを目的とした

　松沢第三砂防堰堤を建設するための工事用道路を施工するもので、施工箇所斜面には過去に崩落した

　土砂が堆積しており、現場で行った安全対策の工夫について報告します。

２．切土法面の安全対策

　　本工事箇所は左右がとも地すべり地形が認められる箇所であり、補強土擁壁など掘削工事にあたって

は施工方法を含め特に安全に対する注意が必要です。工事着手前の現地調査結果からも、崩落土等が

堆積しているのを確認しています。

切土法面の日常監視に関する安全対策（崩石土掘削の工夫）　

工事箇所周辺の地形地質（設計報告書より抜粋）

工事計画標準図
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　　地山掘削状況の写真を以下に示しますが、斜面の土質が悪く法面勾配も1:0.5勾配で急であり、かつ

斜面には転石が多く点在していることから次のような課題を整理し取り組むことにしました。

　　①掘削法面の崩落・落石に対する対策

　　②掘削方法と法面の保護

　　③法面の転石処理

３．掘削法面の崩落・落石に対する安全対策

　掘削法面の状態が非常に悪く掘削面から土砂や小石がこぼれ落ちるような状態であることから、最初に

監督職員に掘削法面の状態を確認して貰い、協議の上、モルタル吹付工（t=10cm）を実施し法面からの

法面からの落石及び崩落を防止とすることとしました。

　また、工事箇所手前には崩落箇所があった為、落石状態の観測を行うとともに現場へ入場する作業員

への喚起として落石注意看板の設置、モルタル吹付工を行い安全を確保することにしました。

掘削完了状況 ラス張り完了状況 　　モルタル吹付状況

　　　落石注意看板設置状況 崩落箇所落石対策前 　　　崩落箇所落石対策後

掘削状況 法面の状
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４．掘削方法と法面の保護

　掘削法面の状況等から、施工は時間が掛かるものの工事の安全を確保することを考え、逆巻工法を採用

することとし、現場は作業幅が狭いため、後方カメラ搭載型のバックホウを使用し安全の向上を図りました。

また掘削法面の安定を図るため、鉄筋挿入(ロックボルト)は２ｍ間隔で千鳥で実施することとし、斜面掘削を

３回に分けた逆巻き工法で実施することにしました。逆巻工法施工時は地山が緩み崩落しないように観測

を行い、地山からの湧水があった場合は裏面排水材（モノドレン）を敷設して崩落防止を行いました。

　　　　　逆巻き施工状況 　　　　　　削孔状況

　　　　　鉄筋挿入状況 　　セメントミルク注入状況

70



５．法面の転石処理

　掘削法面に大きな転石が多く出てくるため、転石を大型ブレーカーにより取り壊しを行うと法面を大きく

崩落させる危険があることから、静的破砕剤ブライスターによる破砕を行い法面崩落の防止図りました。

　また、ブライスター使用時には、メガネ、マスク、防振手袋を使用を徹底し粉塵及び転石破砕時の小石

による飛散事故防止に努め、事故もなく作業を終えることができました。

　　　　削孔・ブライスター詰め状況 転石破砕の状況

　　　　掘削法面保護完了（起点） 　　　　　掘削法面保護完了（終点）

６．おわりに

　今回の工事を担当し、一番の課題は掘削時の法面保護でした。当初設計の仮設工・鉄筋挿入工に加え、

モルタル吹付けを行うことにより掘削時の法面保護の安定を図ることができ、本体工の擁壁工・補強土壁工

を雨天・降雪時でも落石、崩落の危険なく工事を進める事ができました。(現場は12月１０日で完成できました)

　最後になりましたが、無事故で工事を完成することかできたことは、工事に関わった皆様のこ゛協力・ご指導

のおかげだと思っています。ありがとうございました。

　　　工事完成下流から望む 　工事完成上流から望む

71



法面工の施工における安全管理と施工管理の工夫について

発注者 新庄河川事務所

施工者 佐藤建設株式会社

工事名 立谷沢川流域東大沢砂防堰堤管理用道路工事

発表者 現場代理人　冨樫　剛

1.はじめに

本工事は、立谷沢川最上川水系砂防工事の一環として、土石流から人家及び道路を保全すること

を目的とした砂防堰堤を建設するための管理用道路を施工するものです。

砂防堰堤の建設に伴い現林道は寸断され上流は堆砂に埋没されるため、堰堤・堆砂およびH.W.L

余裕高に影響が無い位置への付替を行うこの工事は、切土法面積A=880m2をｱﾝｶｰ工で法面を保護

するものであり、降雪時まで施工を行いました。

本稿は、長期にわたって施工した法面工に従事する作業員を高所からの転落・墜落災害を守る

ために行った安全管理と施工管理の工夫を紹介します。

2.工事概要

（１）工事場所　 山形県東田川郡庄内町生繰沢地内

（２）工　  　期 平成24年3月19日～平成25年1月18日

（３）施工方法 施工現場は地滑り地形の存在が確認されました。地山に亀裂や孕み出し

等の変状が見られないため現状は安定しているものの、地滑り土塊の末端

に近いゾーンが切土によって撤去された場合、不安定化する可能性があっ

た為、ｱﾝｶｰ工は逆巻き工法で施工しました。

完成予想図
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3.法面工(ｱﾝｶｰ工)の施工に関する安全管理・施工方法の工夫

3-1.昇降階段・安全通路

　法面工の施工にあたって、資材・機材の運搬及び親綱の点検等で法面上部への昇降は必ず

発生してきます。当現場はのり面勾配が1：0.5～1.0と急勾配であり、法面の昇降時高所からの

墜落・転落のリスクが考えられました。そこで、そのリスクを解消するために、施工箇所すべての

法面脇に昇降階段を、法面上部にネット付き手すりを設置することで、作業員の安全を確保す

ることが出来、墜落・転落災害の発生もなくまた作業効率の向上が確保されました。

3-2.親綱のスレ防止

　法面工事においては親綱の使用が必要不可欠となります。法面工施工時、親綱が地山との

摩擦により切断することで墜落・転落の危険が考えられました。そこで、法面上部に単管パイプ

でスレ防止柵を設置し、さらにスレ防止にマモロールを使用し、さらにスレ防止カバーを取り付け

る事で三重の防止策を実施した。また、親綱点検用キャップ（青色・緑色）を用意し日々二色

を使い分ける事で親綱の点検が確実に毎日行われているかを一目で確認できるようにしました。

その結果、親綱の点検も毎日実施され親綱の不具合も無く安全に施工することができました。

ネット付き手摺り及び昇降階段

親綱摺れ防止柵 マモロール 親綱点検キャップ
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3-4.冬季間の親綱の養生

　法面工事は12月末まで続き、親綱の凍結

によってロリップの滑りやロリップが動かなく

なる事により墜落・転落の危険が懸念された。

そこで対策として、作業終了時に親綱を回収し、

養生小屋を設け練炭養生を行う事で親綱の

凍結防止を実施した。その結果、次の日の

作業は親綱の凍結も無く作業に支障を来た

すこともなく安全に作業することができました。

3-3.アンカー工の施工精度の向上

　アンカー工の施工にあたり、アンカーの性能に削孔角度が重要なポイントを占めています。

施工当初、削孔角度の測定にスラントを用いましたが当現場の削孔角度は26.5°であり

スラントでは0.5°の測定は正確に出来ない為、より正確に測定するためにデジタル角度測定器

を採用し0.5°まで測定することが可能となり施工精度の向上を図りました。

親綱養生状況

従来のスラント

デジタル勾配測定器の使用
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4．作業環境の改善

工事は降雪期までかかりました。そこで廃材を再利用できるペレットストーブを設置して、資源循環

型社会に少しでも貢献しようと考えました。

ペレットは、再生可能で地球環境にダメージの少ない木材を原料にした新しい燃料エネルギーです。

原料には、間伐材や製材端材が使われ、乾燥→破砕→圧縮することで小粒状の固形燃料になります。

また、灯油のような液体燃料と違い、漏れたり染みたりする心配がなく、嫌な臭いもありません。CO2

削減に大きな効果が期待できるペレット燃料は、再生可能な地上資源として、地球温暖化問題の解決

策としても注目されています。

ストーブに点火すると14畳ある作業員休憩所はすぐに温まりました。使い慣れている暖房機より柔ら

かい温かさが感じられます。そして現場休憩所の中がほのかに木の香りに包まれて、とても安らぐ空間

となりました。

5．最後に

我々技術者に課せられる職務は、出来形・品質・工程・安全・原価・環境・地域貢献と多種多様な

ことが要求されます。今後、さらに厳しい条件の中で施工しなければならない時、現場で働く作業員の

安全を確保し事故や災害から守らなければなりません。

私自身、技術者としてまだまだ未熟ではありますが、いろんな方々からのアドバイスを頂き、いろん

技術を習得しながらオールラウンドな現場代理人を目指したいと思います。

工事はまだ続きますが、全員が一体となって工期まで『無事故』でより良いものを完成させたいと思

います。

ペレットストーブの設置

木質系ペレット

75



崩落斜面直下での作業に関する安全対策について

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　柿﨑工務所

工事名 立谷沢川流域　濁沢川整備工事

発表者 現場代理人　　今田　康志

主任技術者　　今田　康志

１．はじめに

　本工事は、立谷沢川水系砂防事業の一環として、濁沢川において土石流から人家及び道路を

保全することを、目的とする除石工事及び濁沢第四砂防堰堤の災害復旧工事をするものである。

　濁沢第四砂防堰堤の災害復旧工事は、平成２３年５月の池ノ台大崩落により被災したために

復旧工事を行うのですが、施工箇所が崩落斜面直下なので、大変危険な場所での作業となります。

また、月山の麓なので降雪時期が早く、豪雪地帯なので施工できる期間が限られていることから

当現場での土砂崩落及び土石流に関する安全管理、第四堰堤の施工時の問題点及び工期の

短縮を行ったことを紹介します。

２．土砂崩落及び土石流に関する安全管理について

　当現場は、池ノ台大崩落の他に、濁沢上流では、平成５年に約５６０万m3に及ぶ大崩壊が発生

していることから、土砂崩壊及び土石流に対する安全対策を行いました。

　土砂崩壊対策として、当現場上流で施工を行っている、「濁沢流路護岸工事」にて、崩壊箇所の

法面監視業務、光波による定点観測、濁度測定、崩壊箇所への地滑り計設置等の日々観測を

行っており、作業前にそれらの観測結果を元に、崩壊斜面の状態を確認し作業に当たります。

　また、目視による確認を法面監視員が行っており、異変があった場合は無線機により各作業所に

連絡がなるように、「濁沢流路護岸工事」と連携をとりました。

　当現場では、各作業班の職長及び各オペレーターに、無線機を常時携帯させ、緊急時の連絡が

とれるようにしました。
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　土石流対策として、工事着手前に上流部に土石流発生の危険性がある箇所を調査し、調査結果

を元に現場到達時間・規模等の検討を行い、土石流センサーの設置位置、避難所の設置箇所を

選定しました。

　避難所の設置は、大崩落による土石流の到達高さよりも2m以上高い所に設置し、月山林道の対岸

の避難所には、非常備蓄資材として、『救急箱・懐中電灯・非常食・乾電池・飲料水・ブルーシート

・ライター・無線機・避難ルート図』を常備し、孤立した場合を想定した対策を行いました。

　避難訓練は、新規入場時教育の際に、避難経路・避難場所・土石流到達時間(50秒)・退避時間(45秒)

を位置図により説明し、現場でその箇所を確認し避難訓練を実施しました。

　実際の避難訓練は、初回は告知し最短避難経路を確認しながら実施したため、退避時間内(45秒)に

避難することが出来ましたが、２回目以降は抜き打ちで実施しました。抜き打ちで行ったためか、サイ

レンが鳴ってから数秒考えてから避難行動を行う作業員がいたため、全員が退避完了するのに93秒

もの時間が掛かってしまった。そのことを反省点にして再教育を行い、３回目からは迅速に行動し、

退避時間も40秒と短縮され時間内に避難することが出来ました。

避難訓練実施状況

備蓄資材の内容

避難所の備蓄資材崩壊地法面監視状況
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３．第四堰堤の施工時の問題点及び工期の短縮について

　第四堰堤の問題点として、３つの課題がありました。

　１、重機・クレーンの作業ヤード確保

　堰堤上流には、崩壊土砂が高さ10m以上有り、下流側は水叩き部のため盛土を行う必要があるので、

上流側に転流工を兼ねた作業ヤードを造成することにした。

　造成するに当たり注意点として、転流時の際に河川に著しい濁りが発生する恐れが上げられました。

崩壊土砂は非常に水に溶けやすく、少しの降雨でも河川の濁度が200以上に上がるため、作業ヤード

の掘削で、転流時に水に当たる底版部を50cm程度、良質な河川土で置き換えることにより河川の濁り

を軽減させる計画をしました。

　実際に掘削を行った結果、底版部に崩壊以前から堆積していた良質な礫質土があったため、置換え

は行いませんでしたが、転流時に多少の濁りが発生する程度で特に問題なく転流を行えました。

　２、出水による締切り土のうの崩壊

　施工箇所上流にはいくつもの沢があり、奥深く急勾配のため、雨が降ると他の河川よりも早く水位が

上昇し、警戒する水位を超える場合が多々あります。その様な条件下で転流を行うため、締切に使用

する土のうに掛かる力は、大変大きなものとなると考えられました。

　そのため、締切土のうの設置位置として、河川の流れに対し４５°となるように設置し、洗掘防止に

土のうの河川側に大きな石を並べ、土のうに直接流水が当たらないようにした。また、漏水防止にブル

ーシートで土のうを覆うように敷設した。

　そのおかげで、時間雨量２０mmを超す大雨が降った場合でも、締切り土のうの崩壊、越流等の異常

がなく、翌日には通常どおり作業をすることが出来ました。

転流工施工図 転流工完了
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３、堰堤の取り壊し箇所変更に伴う、鉄筋の変更

　堰堤の破損状況に合わせて取り壊しを行うのですが、既設堰堤には堆積土砂が覆い被さっている

箇所があるため、施工前の調査だけではその範囲が分からず、鉄筋の発注時期の問題がありました。

鉄筋の納入には一ヶ月以上掛かる場合があり、現地確認後での発注では工程に大きく影響が出るた

め、『損して得を取れ』の考えで分かる範囲の数量にプラスαの多めの鉄筋量を発注することにした。

　その結果、当初設計よりも高さ1.0m程度を取り壊す箇所もありましたが、鉄筋数量に余裕があり現場

にて鉄筋の継ぎ手位置、加工等、臨機応変に対処することができたため、工程に影響が無く施工する

ことができ工程の短縮につながったと思います。

　また、降雪時期が早く、初雪で30cm以上降ることもあるので、工程の短縮としてコンクリートの打設

順序を検討し、並行で行える箇所をすべて並行作業として最短の順序を選定しました。

　構造物の取り壊し量の増加もあり、当初予定よりも10日程度の遅れは出ましたが、無事に11月一杯

で工事を完成することが出来ました。

構造物取壊し施工図 取壊し前(側面)

４．終わりに

　立谷沢地域の皆様には、工事のご協力、ご理解をいたたきまして、この場を借りて御礼申し上げま

す。また、立谷沢川流域工事安全対策協議会において、月山林道通行時の安全確保に努め協力し

合い、交通事故等も無く無事に通行出来たことを感謝します。

　工事も無事故、無災害で無事に完了しありがとうございました。
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